
  

 
 

 
 

塙
保
己
一
を
め
ぐ
る
四
人
の
女
性 

保
己
一
の
結
婚
は
遅
く
37
歳
の
時
で
、
相
手
は
紀
伊
家
医
師
・
東
条
清
民
の

娘
・
テ
イ
と
い
う
人
で
し
た
。
翌
年
に
は
長
女
・
と
せ
子
が
生
ま
れ
塙
家
は
幸

せ
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

こ
の
と
せ
子
は
、
後
年
父
・
保
己
一
が
編
纂
す
る
『
群
書
類
従
』
の
版
下
を
書
く
な
ど
達
筆
な
面
を
も
っ
て

お
り
、
さ
ら
に
和
学
講
談
所
の
切
り
盛
り
を
す
る
な
ど
し
て
父
の
事
業
を
献
身
的
に
助
け
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
が
3
年
後
に
理
由
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
娘
を
置
い
て
離
縁
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
結
婚

年
次
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
西
文
次
郎
の
娘
・
た
せ
と
結
婚
し
寛
政
2
年
、
保
己
一
に
と
っ
て
待
望
の
長
男
・

寅
之
助
（
8
歳
で
死
亡
）
が
生
ま
れ
ま
す
。
し
か
し
、
た
せ
は
健
康
に
恵
ま
れ
ず
そ
の
後
体
調
を
崩
し
、
臥
せ

る
日
が
続
き
ま
す
。 

 

保
己
一
も
す
で
に
45
歳
に
な
り
、
事
業
を
継
承
す
る
跡
継
ぎ
を
と
考
え
、
塙
家
の
家
中
で
あ
っ
た
若
い
岡
田

イ
ヨ
と
結
婚
し
ま
す
。
そ
し
て
57
歳
で
次
男
・
道
之
助
（
夭
折
）、
60
歳
で
三
男
・
熊
太
郎
、
62
歳
で
次
郎

（
保
己
一
の
後
継
者
2
代
目
・
忠
宝
）
が
生
ま
れ
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
保
己
一
の
周
り
に
は
3
人
の
女
性
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

保
己
一
の
高
弟
で
あ
る
石
原
正
明
は
、
当
時
の
塙
家
の
様
子
を
『
年
々
随
筆
』
と
い
う
著
作
に
表
し
て
い
ま
す
。 

 

正
明
は
、
文
化
元
年
（
保
己
一
59
歳
）
12
月
30
日
の
た
せ
の
臨
終
に
際
し
、
た
せ
、
イ
ヨ
、
と
せ
子
は

常
日
頃
か
ら
仲
が
良
く
、
涙
に
暮
れ
た
と
書
き
留
め
て
い
ま
す
。
保
己
一
の
事
業
（
和
学
講
談
所
の
運
営
や
史

料
編
纂
な
ど
）
を
継
承
す
る
こ
と
、
ま
た
塙
家
の
後
継
者
を
育
て
る
こ
と
で
3
人
の
女
性
は
陰
な
が
ら
保
己
一

を
支
え
た
の
で
す
。 
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顕彰会への加入・継続をお願いいたします。 

年会費   個人会員 一口 千円 、 賛助会員（団体） 一口 一万円 

入会と会費納入の受付場所 本庄市役所４階生涯学習課と本庄市児玉文化会館(セルディ)、 

アスピアこだま内の児玉公民館で受け付けています。  

   ※ 郵便振替でもお申込みいただけます（ご希望の際には、下記へご連絡ください）。 

 総検校塙保己一先生遺徳顕彰会は、平成１９年７月２６日に市民参加によ

る顕彰会として発足いたしました。顕彰会では、塙先生の遺徳と事績を広く顕

彰し、その精神の普及を図ります。毎年、命日の９月１２日に塙先生の遺影に

菊の花を捧げる顕彰祭を開催するほか、説明会など各種啓発事業を行っていま

す。 

みなさまのご加入・会員継続をお待ちしております。 

 

理事長 齊藤幸一氏 

塙
保
己
一 

こ
と
ど
も 

（
提
供
：
公
益
社
団
法
人 

温
故
学
会
） 

群
書
類
従
の
版
木
を
保
管
す
る
公
益
社
団
法
人
「
温
故
学
会
」
か
ら
「
塙
保
己
一 

こ
と
ど
も
」
と
題
し
た

小
冊
子
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
温
故
学
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
読
み
や
す
く
わ
か
り
や
す
い
お
話
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

  

顕彰祭にて ＝神田山緑氏による 

 

 そうけんぎょう はなわ ほきいち  せんせい いとくけんしょうかい 

 総検校塙保己一先生遺徳顕彰会 会報誌 
                         第３９号  令和２年１２月号 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ごあいさつ 

日々寒さ深まる季節となりましたが、会員のみなさまにはご健勝にてご活躍のことと拝察いたし

ます。 

本年、塙保己一先生の没後２００回忌を迎えた９月１２日には、午前中に保木野自治会、親族

の方にお集まりいただき、新型コロナウイルス感染症予防のため規模を縮小して２００回忌の墓

前祭を執り行いました。また午後には、予防対策を行いながら顕彰祭を開催いたしました。 

さらにこの度、顕彰会の事業部会長が中心となり、没後２００回忌記念誌の「総検校塙保己一

先生の顕彰活動のあゆみ」を発行いたしました。この中には、明治・大正・昭和・平成・令和

と、脈々と培われてきた顕彰活動の記録や貴重な資料が１冊にまとめられております。 

来年も塙先生の没後２００周年の記念すべき年となります。顕彰会では、現在、２００周年に

向けた記念事業の一つとして、物語風の小冊子の作成を進めております。その他にも市と協力し

合い、記念事業を計画し、先生の遺徳とその精神の普及を図ってまいります。 

皆様には今後とも、遺徳顕彰事業にご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。                   

総検校塙保己一先生遺徳顕彰会 

会 長 吉 田 信 解 

 

 



総検校塙保己一先生遺徳顕彰会では、塙保

己一先生の命日である９月１２日、午前は、

保木野の墓前にて、２００回忌法要を、神仏

習合で執り行いました。参拝、焼香は顕彰会

役員とご親族、地元自治会に限定して行いま

した。 

第１部は長年、塙保己一先

生に関する数多くの出版と講

演活動を行っている堺正一先

生による「素顔の塙保己一」

の講演、第２部では講談協会

の理事を務め、講談の普及に

尽力しておられる宝井琴梅師

匠による講談で「愛の巾着

袋」を語って頂きました。 

（講談の「愛の巾着袋」の原

作は、堺正一先生によるもの

です。） 

（公社）温故学会理事長の齊藤幸一氏に

「塙保己一江戸ゆかりの地を巡る」の講演を

していただきました。 

講演の中では、写真にて、和学講談所跡地

や平河天満宮などのゆかりの地の紹介をして

いただきました。 

堺 正一 氏 

齊藤幸一 氏 

宝井琴梅 氏 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
  

総検校塙保己一先生２００回忌の墓前祭・遺徳顕彰祭が開催されました 

没後２００回忌記念事業として市民総合大学との連携講座を開催しました 

 午後は、セルディにて、遺徳顕彰祭を開

催しました。式典開会前には、顕彰会事業

部会の根岸部会長が午前中の墓前祭の様子

をスライドで紹介いたしました。 

コロナ禍であり、感染症予防対策をとり

ながらの開催でしたが、無事に、式典を終

了することができました。 

 

新聞記事から見た塙保己一の顕彰活動   

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１４回 塙保己一賞表彰式・記念コンサートを開催 

埼玉県では郷土が生んだ偉人「塙保己一」の精神を受け継ぎ、障害がありながらも不屈の努力を

続け社会的に顕著な活躍をしている方や障害者を献身的に支援している方を表彰する塙保己一賞表

彰式・記念講演を下記のとおり開催します。 

※今回は事前申し込みが必要です。 

【本庄市共催】入場無料です。 

【日  時】 令和２年１２月１９日（土） 

１３時～１５時３０分 

【会  場】 本庄市児玉文化会館（セルディ）ホール 

【時  間】 開    場 １２時～ 

 表 彰 式 １３時～１４時 

記念コンサート      １４時２０分～１５時３０分  

【内  容】 出   演   者         片岡
かたおか

 亮
りょう

太
た

氏 

（静岡県在住 全盲の和太鼓・パーカッション奏者） 

上智大学文学部社会福祉学科卒。社会福祉士の資格も取得。  

国内外でコンサート・講演・ワークショップを実施 

演奏予定 曲       「光る鼓動」「大地」「寛
かん

伽羅
か ら

麗
り

」 ほか 

 【申し込み】メール、電話、ＦＡＸ のいずれかの方法でお申し込みください。 

       申込締切 令和２年１２月７日（月） ※別紙案内チラシ裏面を参照してください。 

        

  

※
東
京
日
日
新
聞
（
と
う
き
ょ
う
に
ち

に
ち
し
ん
ぶ
ん
）
◇
現
在
の
『
毎
日
新

聞
』（
東
京
）
の
前
身
で
、
明
治
五
年
二

月
二
十
一
日
に
創
刊
さ
れ
た
東
京
発
の

日
刊
紙 

今
回
紹
介
す
る
新
聞
記
事
は
、
東
京
日
日
新
聞
の

埼
玉
版
に
大
正
十
年
に
掲
載
さ
れ
た
な
か
か
ら
「
塙

保
己
一
」
に
関
連
し
た
記
事
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。 

◎
原
文
の
誤
字
は
正
し
い
文

字
に
、
旧
字
体
は
新
字
体

に
訂
正
し
て
あ
り
ま
す
。 
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